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普及率が⾼くなければ、効果が期待できない

シンガポール 感染者 57,000人 
総人口 563万人
ダウンロード数 240万人 (人口比42.6%)

日本 感染者 90,377人 
総人口 12650万人
ダウンロード数 1821万人 (人口比14.4%)

(人口比0.96%)

(人口比1.01%)

(人口比0.07%)

(人口比18.6%)

普及率が上昇しても、感染が抑制できていなかった

イギリス 感染者 637,725人

総人口 6665万人

ダウンロード数 1240万人

2020年10月頃の各国統計



普及率が増えても、⼀部の⾶沫感染しか検知しえない

距離が出るエアロゾルには対応できず、誤検知も発生



保健所の負担増加が生じるのに、
手当てがなされていない

• 保健所の対応は全て人力

• 集団感染への対応で手一杯ななか、個別問い合わせ数が増えても
対応できない

• 公衆衛生系学会に応援部隊の登録制度ができたが、保健所側は必
ずしも承知していない



危機管理上の問題

導入時点から指摘していた問題そのものばかり…



パンデミック前

から研究を

していたから



CIRCLE法 (次世代COCOA)

• 普及率に関わらず機能する

• エアロゾル感染を含む様々な感染様式に対応

• 通勤電車等の誤検知に大きく影響を受けない

• 新型コロナ以外の様々な感染症に対応
• 日本発の社会医学上の技術革新

…となるはず、
だった



効率的・効果的な市中感染対策

は、他にないのか？



Anfinrud, Philip, et al. "Visualizing speech-generated oral fluid droplets with laser light scattering.”
 New England Journal of Medicine (2020).



「しゃべらせないこと」が、とても重要

• SARS-CoV-2ウイルスにおいては、感染経路とし
て発語により生じる微細な飛沫の口腔外への拡散が

重要視されている

• そのため、密集状態における発語を禁ずることによ
り、当該ウイルスの伝播経路を効率的に遮断しうる

可能性がある

• しかし、社会生活において発語を禁じることは現実
的でない

良い手は

ないものか？



スロートマイク(喉頭マイク)



マイクと特性が大きく異なり、
ノイズキャンセルと音質改善技術が必要

嚥下音、
首の摩擦音等…



研究概要

スロートマイクの音声から、高音質マイクの
音声を再現する人工知能技術の開発！！



院内感染抑制効果の実証のため、

コロナ病棟での臨床研究ができないでしょう…か？

https://github.com/jin237/juxtaphony_throatmicrophone

もしご興味お持ち
頂ければ、ご連絡
下さいませ


